


大阪府バスケットボール協会審判委員長殿

大阪中学校体育連盟審判員　

掲題の件、下記の通りご報告申し上げます。

●大会名

●日程 (金) ～ (日)

●会場

●講師

●スケジュール (金)

(土)

(日) ～

●担当試合 (金) 12::00 ～

主審

●担当試合 (金) 14::30 ～

主審

●担当試合 (土) 10::45 ～

CC U1 U2

講評

北岡　晋一　氏 西田　尚樹

クルーでの反省
・全体的に大きなトラブルもなく、クルーで協力して判定することが出来た。
・比較的穏やかなゲームだったので落ち着いて判定することが出来たが、映像で確
認をしてみると判定したケースの中にマージナルなケースがあったので、よりプレーを
長くとらえられるようポジション取りやアングルの取り方を工夫しなければいけないと
感じた。

主審 副審

令和2年1月5日

西田　尚樹

令和1年12月27日

令和1年12月28日

菊陵

講師／主任 なし

広島県立総合体育館　　中区SC　　佐伯区SC

第 37 回 全 関 西 中 学 生 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 交 歓 大 会

参 加 報 告 書

第37回　全関西中学生バスケットボール交歓大会

令和1年12月27日 令和1年12月29日

西田　尚樹 副審 中川　寛樹　氏

　９：３０　実技開始

神田　亮一　様　

望月　公平　様

令和1年12月27日

対戦カード 藤井 ＶＳ

なし

講評 クルーでの反省
・OOBやクロック管理など、クルー間で協力してゲームを進めることが出来ていた。
・判定に関して大きなミスなどは無かったが、トラベリングの判定についてクルーで確
認して、一貫した判定になるようにしなければいけなかった。

　９：３０　会場到着
１２：００　実技開始
１８：１５　講師講話（３POメカニクスとIOTの共通理解）
１９：３０  終了

令和1年12月27日

対戦カード 彦根 ＶＳ 香川第一

主審

講師／主任 桑本　大貴　氏

令和1年12月29日

　８：３０　実技開始
第５試合終了後　閉講式

令和1年12月28日

対戦カード 菊陵 ＶＳ 国泰寺

講師／主任

講評 ・1ゲーム通して、クルーで協力して判定することが出来ていた。
・クロック管理についても、Magic timeを活用してクロックを正しい時間に訂正した
り、チームファウル数などの表示物の確認もできていたので、スムーズなゲーム進行
が出来ていた。
・判定したケースの中にマージナルなものがあったので、１つ１つのプレーに対して
RSBQが崩れていないかどうかしっかり見極めていく必要がある。

川人　理恵　氏 安福　悟　氏 西田　尚樹



●担当試合 (日) 9::30 ～

CC U1 U2

●担当試合 (日) 11::45 ～

CC U1 U2

●自己の感想

益田

講師／主任 片山　峻　氏

令和1年12月29日

対戦カード 八万 ＶＳ 広島県選抜

講師／主任 なし

高橋　将哉　氏 落合　正典　氏

講評 ・ゲーム全体では、テンポセットもよく大きなトラブルもなく判定することが出来てい
た。
・ゲームが進んでいくにつれてクルーワークが良くなっていき、ローテションもスムーズに
行うことが出来るようになっていった。
・バックコートからフロントコートにプレーが進む中で、センターサイドへボールが運ば
れたときにTとCがしっかり協力してプレーをとらえられるようにする。CはTにチェックイ
ンしたことを体の向きや1歩動いてアジャストするなどしてTに伝え、Tがチェックアウト
できるようにする。

令和1年12月29日

対戦カード 香川第一 ＶＳ

この３日間、これまでの講習会でご指導、ご指摘いただいことを意識してゲームに臨みました。ゲーム
管理については、クロックの管理やチームファウル数の確認など落ち着いて行うことが出来ました。ま
た、プレゼンテーションについても、立ち振る舞いであったり、デリバリースキルを高めるために様々な場
面で声を使うことを意識してゲームに臨みました。自身でチャレンジしてみて、何が起こったのか会場
中にわかりやすく伝える方法や、言葉の使い方について改善の余地があると感じたので、さらに工夫
をしてデリバリースキルを高めていきたいです。
自身の一番の課題である判定力について、マージナルなケースの判定がまだまだあるので、プレーを
しっかり見極め、必要に応じてレイトコールも活用するなど改善してかなければならないと感じまし
た。
最後になりましたが、この大会で３日間お世話になりました広島県バスケットボール協会の皆様、ご
支援ご協力を賜りました大阪府バスケットボール協会の皆様に心より感謝申し上げます。ありがとう
ございました。

西田　尚樹 坂本　涼子　氏 奥川　貴久　氏

西田　尚樹

講評 クルーでの反省
・３POの経験が比較的多いクルーだったので、ゲームの序盤からスムーズなロー
テーションを行うことが出来ていた。大きなトラブルもなく1ゲーム判定していくことが
出来ていた。
・それぞれのプライマリーで起こるプレーに対しておおむね判定が出来ていたが、Lエ
リアで起こるプレイに対してLが判定できるケースもあったので、もっとアクティブLの意
識を持たなければならないと思った。
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